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珪化・粘土化

肉眼的特徴

 変質は認められない．

 岩石全体もしくは一部が緑色～淡緑色を示す（C，SC，Sの前に
 付けることもある）．

 灰白色を示すことが多く，主たる変質鉱物が粘土鉱物であるもの．
 岩石は軟質化しており，指圧で容易につぶすことができる.

 粘土化と珪化の中間的なもの．全体に脆いが岩片は指圧で容易に
 つぶせない．ハンマーの打撃では，鈍い音を発する．

 主たる変質鉱物がシリカ鉱物などであるもの．原岩の組織がほと
 んど残存しない．ハンマーの打撃で金属音を発する．

コアストーン変質

亀裂沿い変質

・粘土化の場合：コアストーンはほとんど消失し岩石組織を
　残したまま粘土化･極軟化する．全体に微細な黄鉄鉱の生成
　により暗青灰色を呈することが多い．
・珪化の場合：所謂「強珪化」に相当．原岩組織が消失した
　白色の塊状硬質岩であることが多い．

・節理沿いの粘土化に留まらず，節理から原岩の内部に向か
　って粘土化が進行，節理から離れた中心部には，非変質も
　しくはより粘土化が弱いコアストーンが残存する．
・凝灰角礫岩では，基質は粘土化するが礫は非変質もしくは
　粘土化が弱い．

・原岩はやや脱色し，灰色や帯緑灰色を呈することが多い．
　節理に沿って粘土化が認められる．

肉眼的特徴概念図記号区　分

記 載 事 項記載項目

色 調

変質の硬軟

タイプ区分

原 岩

黄鉄鉱の有無

炭酸塩鉱物の

有無

An

WAn

WAn-C

WAn-C2pycb

安山岩を原岩とする

熱水変質岩の例

WAn-C2

WAn-C2py

例 流紋岩(Ry),デイサイト(Da),安山岩(An),玄武岩(Bs),凝灰角礫岩(Tb),

火山礫凝灰岩(Lp),ハイアロクラスタイト(Hy),凝灰岩(Tf)

例 緑色(G),淡緑色(Pg),赤褐色(Rb),褐灰色(Bwg),灰色(Gy),青灰色(Blg),白色(W),等

＜黄鉄鉱の有無＞
微細黄鉄鉱濃集部を示す特徴的な色調(暗青灰～灰黒色)が認められる場合，pyと付記する．(例 黄
鉄鉱を伴うコアストーン状粘土化帯：C2py)．

＜炭酸塩鉱物の有無＞

方解石等の炭酸塩鉱物を随伴する場合cbと付記する.
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行
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技術解説シリーズ－熱水変質帯の踏査－ 

東日本大震災後の国策の変化により、発電を主な目的とする地熱調査が復活し、また、

新幹線や道路トンネルの工事に伴う変状の問題や重金属等による汚染対策もあり、熱水変

質帯の調査技術の向上が必要となっています。 

熱水変質帯では、ボーリングを行ったり、種々の分析を行ったりしますが、それらを生

かすためにも、空間的な大局観が先に必要です。そのためには、踏査段階で原岩・変質帯・

断裂等についていかに良いデータを得られるかが鍵を握ります。 

すなわち、すべての露頭をもれなく観察，サンプリングし、必要なデータを個人差が少

ない形で、もれなく記載する必要があります。そのため、私どもは、これまでの熱水変質

帯調査の経験をふまえ、図１のような要領で記号化してルートマップに記入しています。

こうすると、各露頭を迅速に記載でき、また、データの一部記載忘れを防ぐことができま

す。その結果、図２のように原岩地質図および変質区分図を作成することができます。 

 

 

図１ 熱水変質岩の肉眼記載要領 
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 このように区分する理由が各項目についてあります。例えば、黄鉄鉱（Py）があれば、

それが生成するような硫黄分に富む熱水が通ったということや、風化作用によって分解す

ると、酸性水を発生し易いということを示します。一方、炭酸塩鉱物（Cb）は酸性環境で

はできないので、それが生成した環境は火山活動の中心ではないだろうと考えられます。

また、炭酸塩鉱物は風化作用に伴って地下水に溶出すると高 pH 水を発生するので、黄鉄

鉱の分解による pHの低下をさまたげます。 

変質区分図ができたら、この区分図を参考にＸ線粉末回折や薄片作製（偏光顕微鏡観察）

用のサンプルを要領よく選びます。これらの分析結果を反映させて、鉱物組合せに基いた

変質分帯図が完成します。変質分帯図からは、変質帯が生成したときの pH（アルカリ性，

中性，酸性）や温度条件がわかります。古い熱水変質帯に新しい熱水変質帯が重複してい

ることがわかる場合もあります。 

 熱水変質帯の変質分帯図の作成は、上記のほかに、古い火山体の復元を行ううえでも重

要であり、とくに熱水変質作用が関係する金属鉱床の探査にとっては必要不可欠の調査で

す。 

 熱水変質帯における地熱や温泉の調査では、解析された地熱構造のうち、もっとも新し

い構造をねらいますが、それだけでは不充分です。地下深部の温度が高い場所でも、熱水

が存在しなければ意味がありません。比較的新しく、大きな断層沿いなど断裂（フラクチ

ャー）を流動する地熱流体の存在を推定し、それにボーリングする必要があります。それ

には、地形解析や物理探査で得られるリニアメント（線状構造）を、地表踏査によって実

際に断層などとして存在するかどうかを確認しなければなりません。 

（加藤孝幸） 

 

図２ 記号化したルートマップによる原岩地質図と変質区分図の例 


